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市花りんどう

新
春
を
迎
え
て

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
わ
が
国
は
、
７
月
に
梅
雨
前
線
の
影
響
等
に

伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
九
州
北
部
や
秋
田
県
で
大
規
模
な

災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
名
神

高
速
道
路
の
高
槻
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
―
川
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
市

の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
北
部
地
域
、
ひ
い
て
は
市
内
全
域
の
活
性
化
に
資

す
る
も
の
と
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
キ
セ
ラ

川
西
で
は
７
月
に
新
し
く
公
園
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

昨
年
は
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
視
点
か
ら
政
策
立
案
・
政
策

提
言
す
る
議
会
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
数
ご

意
見
を
頂
戴
し
た
上
で
、
昨
年
４
月
に
「
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
議
会
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
助
力
の
た
ま
も
の
と
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
制
定
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
最
終
面
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
が
、
条
例
の
趣
旨
を
さ
ら
に
具
現
化
す
べ
く
、

現
在
も
引
き
続
き
、
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝

で
、
実
り
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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上田　弘文

　大阪国際空港航空機による騒音被害
及び安全に関する対策並びに南部地域
のまちづくりに関する調査

　市立川西病院の施設更新及び運営手
法に関する研究並びに医療確保に関す
る調査

　川西能勢口駅周辺都市整備計画基本
構想に基づく整備事業及びキセラ川西
を中心とする市街地と新名神高速道路
川西インターチェンジ周辺のまちづく
りに関する調査
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司
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仁
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夫

●総合政策部	 �市政全般の企画や総合調
整、広報（広報誌「milife」
など）、地域創生、市の財政
運営、市の魅力の創造・発信

●総務部	 �市税の賦課・徴収、情報公開、
工事等の契約、工事検査、庁
舎・市有財産の管理、防災・水
防、職員の人事や給与

●市民生活部	 �生活相談、婚姻届や出生届等
の受付、住民票の写し等証明
書の発行、マイナンバーカー
ドの交付、産業・文化・観光・
スポーツの振興、人権

●消防本部	 消防、救急、火災予防
●会計課	 市の現金の出納及び保管
●�行政委員会（選挙管理委員会・公平委員
会・監査委員・固定資産評価審査委員会・
農業委員会）
●�他の常任委員会の所管に属しない事項に
関すること

●健康福祉部	 �各福祉政策の推進、国民健
康保険、医療助成、介護保
険、保健施策、健康づくり

●教育委員会	 �市立学校、幼稚園、保育所、
子どもや若者政策の推進、
子育て支援、生涯学習

所管（委員会が担当する市の組織）

所管（委員会が担当する市の組織）

●都市政策部	 �住宅施策、空港対策、都
市計画、開発、建築、公
共施設の更新や再配置

●みどり土木部	 �道路・交通、公園、キセラ
川西（中央北地区）の整備

●上下水道局	 水道、下水道
●市立川西病院	 病院の経営
●美化環境部	 �ごみ収集やリサイクル、

斎場、環境保全

所管（委員会が担当する市の組織）
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災害時の役割を明確化
　集中豪雨などの災害時における議会の役割を条例に
明記すべきというパブリックコメントを受けて、規定を追
加しました。市の災害対策本部と連携しながら、全ての
議員に必要な情報が迅速かつ正確に伝わり、地域での
避難活動をはじめ、市民の安全・安心の確保に向けて、
全力を尽くします。

陳情書の取り扱いをより丁寧に
　これまで陳情書は、全議員に写しを配付して、その
内容を周知し、議員活動の参考としてきましたが、今
年度からは、会議を開いて取り扱いを協議しています。
　その結果によっては、陳情者と連絡・調整する議員を
決めて、直接、事情を聞いたり、請願書としての提出を
案内するなどしています。

議員報酬と期末手当を引き下げ
　議会基本条例では、議員の報酬を第三者機関（報酬
等審議会）の客観的な判断（答申）を尊重して、なおか
つ、その時々の社会情勢等を踏まえて決めることを規定
しています。
　このたび、報酬等審議会の答申により、報酬を３.７％
引き下げるとともに、市の財政状況等を踏まえて、議員
が自主的に期末手当（ボーナス）の減額を決定しました。
　これにより、平成 30 年度では、議員の年間収入が
前年度に比べて約 73万円減となります。

政務活動費の領収書も
ホームページで公開
　川西市議会では、平成 21年度分から政務活動費の出
納簿等をホームページで公開するとともに、全ての領収書
を市議会事務局窓口で閲覧ができるようにしていました。
　さらに今年度からは、領収書もホームページで公開す
るようにしました。

一般質問の発言時間を事前申告
　本会議を傍聴していただきやすいように、事前に議員
の発言予定時間を申告するようにしました。
　これによって、それぞれの議
員の発言日と時間帯が見込め
るようになり、議員や質問項目
にあわせて一般質問を傍聴して
いただけるようになりました。

個別面談で市民意識調査を実施
　市民の皆さんから意見をいただき、政策提案ができ
る仕組みをつくるため、意識調査を実施しました。
　議員が各々10人程の市民に直接面談の上、意見を
言いやすい方法やテーマなどに関する聞き取りを行いま
した。
　今回の調査結果を十分に踏まえて、これを反映した
政策提案等を実現するために、今後、具体的な仕組み
づくりを進めていきます。

　議会の在り方や果たすべき役割などを明らかにし、この実現に向けた議員の決
意を市民の皆さんに宣言するもので、川西市議会の「最高規範」となるものです。
　詳しい条文は川西市議会ホームページまで。

  議会基本条例とは？  

川西市議会ホームページ

　市民の皆さんからパブリックコメントでいただいた意見を反映して、
平成 29 年４月から「議会基本条例」を施行しました。
　ここでは、その後の議会改革に関する取り組みを紹介します。

議会基本条例の制定と改革への取り組み

傍聴席より撮影


